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本
史
料
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
が
古
書
肆
よ
り
購
入
し
、

所
蔵
す
る
古
文
書
で
あ
る
。
紙
質
は
楮
紙
。
紙
数
は
一
通
。
法
量
は

二
五
・
〇
糎
×
三
二
・
五
糎
、
ウ
ブ
な
状
態
の
竪
紙
文
書
で
あ
る
。

年
紀
は
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
九
月
十
六
日
、
戦
国
時
代
の

古
文
書
で
あ
る
。
釈
文
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

［
釈
文
］

　
�

山
門
預
ケ
物
、
於
寺
家
中
一
切
無
之
、」
万
一
隠
置
者
、
社
家

如
一
紙
可
預
御
」
成
敗
候
、
尚
令
違
犯
者
、
大
日
本
国
中
」
大

小
神
祇
、別
而
当
社
大
明
神
幷
暦（

歴
）代

」
祖
師
御
罰
各
可
罷
蒙
者
也
、

仍
而
」
記（

起
）請

文
如
件
、

史
料
紹
介

元
亀
二
年
九
月
十
六
日
正
伝
寺
納

所
・
奉
行
連
署
起
請
文

河
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正
伝
寺
納
所

　
　

元
亀
弐
年
九
月
十
六
日　
　
　

源
栄
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
祝
（
花
押
）

現
状
で
は
宛
所
を
欠
い
て
い
る
も
の
の
、
元
か
ら
宛
所
が
記
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
さ
だ
か
で
は
な
い
。

冒
頭
に
み
え
る
「
山
門
」
と
は
、山
門
延
暦
寺
を
指
し
、ま
た
、「
預

ケ
物
」
と
は
、
一
般
に
戦
禍
な
ど
か
ら
資
産
を
守
る
た
め
に
そ
れ
ら

を
寺
社
や
公
家
へ
託
す
る
行
為
や
物
品
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
。

本
史
料
は
、
そ
の
よ
う
な
「
預
ケ
物
」
を
「
山
門
」
か
ら
正
伝
寺

「
寺
家
中
」
は
一
切
預
か
っ
て
お
ら
ず
、
万
が
一
に
も
そ
れ
を
隠
し

置
い
て
い
た
こ
と
が
露
顕
し
た
な
ら
、
甘
ん
じ
て
「
御
成
敗
」
を
う

け
、
そ
の
う
え
で
「
違
犯
」
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、「
大
日

本
国
中
大
小
神
祇
」
な
ど
の
「
御
罰
」
を
蒙
っ
て
も
か
ま
な
い
と
神

仏
に
誓
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
起
請
文
と
な
る
。

元
亀
二
年
九
月
と
い
え
ば
、
織
田
信
長
に
よ
る
延
暦
寺
焼
き
討
ち

が
お
こ
な
わ
れ
た
同
月
に
あ
た
る
。
具
体
的
に
は
、
焼
き
討
ち
は
九

月
十
二
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
本
史
料
の
年
紀
が
そ
れ
か
ら
わ
ず

か
四
日
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、焼
き
討
ち
後
に
信
長
や
室
町
幕
府
が
、

「
山
門
」「
預
ケ
物
」
の
穿
鑿
を
お
こ
な
っ
て
い
た
事
実
が
う
き
ぼ
り

に
な
っ
て
こ
よ
う
。

な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
で
同
年
紀
の
文
書
が
『
上
賀
茂
神
社
文

書
』（『
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
』）
に
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

「
山
門
預
物
、
於
郷
中
一
切
無
御
座
候
、
万
一
於
隠
申
者
、
可
預
御

成
敗
候
、
猶
違
犯
申
者
、
当
社
大
明
神
幷
片
岡
大
明
神
・
貴
布
祢
大

明
神
等
御
罰
可
罷
蒙
者
也
、
仍
起
請
如
件
」
と
み
え
る
。

本
史
料
の
差
出
に
み
え
る
正
伝
寺
は
、
東
巌
恵
安
を
開
山
と
す
る

禅
宗
寺
院
だ
が
、『
雍
州
府
志
』
に
「
于
時
賀
茂
神
人
多
受
東
岩（

巌
）衣

鉢
、

於
是
其
徒
勧
之
移
寺
於
西
賀
茂
、
東
岩（

巌
）開

祖
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上

賀
茂
（
賀
茂
別
雷
）
神
社
と
関
連
が
深
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
史
料
の
「
当
社
大
明
神
」
も
ま
た
、
賀
茂
別
雷

大
神
を
意
味
し
、
そ
し
て
、「
暦（

歴
）代

祖
師
」
と
は
、
東
巌
恵
安
以
降

の
歴
代
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

『
上
賀
茂
神
社
文
書
』
に
残
さ
れ
る
文
書
の
宛
所
は
、「
御
沙
汰
人

御
中
」
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
本
史
料
も
上
賀
茂
神

社
に
か
か
わ
る
組
織
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕

　

�

本
史
料
紹
介
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
度
日
本
史
概
論
Ⅰ
に
お
い
て
学

生
諸
君
と
読
解
し
た
成
果
を
含
ん
で
い
る
。
学
生
諸
君
に
謝
意
を
表
し
た

い
。


